
米
国
に
お
け
る
中
国
外
交
政
策
に
関
す
る
理
論
的
分
析

ノ

上
　
高
　
司

一　
問
題
意
識

　
米
国
に
お
い
て
中
国
の
外
交
政
策
を
分
析
す
る
際
、
ど
の
手
法
や
理
論
を
用
い
て
行
な
う
か
が
一
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
事

実
、
様
々
な
分
析
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
米
国
の
中
国
外
交
政
策
分
析
に
用
い
ら
れ
る
理
論
は
「
シ
ス
テ
ム
分
析
」
と
「
国
内
要

因
分
析
」
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
。
前
者
は
、
さ
ら
に
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、
ネ
オ
・
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
三
つ
に
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
ら
れ
、
中
で
も
ネ
オ
・
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
よ
る
分
析
が
最
も
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
伝
統
的
な
シ
ナ
ロ
ジ
ス
ト
の
ア
プ

ロ

ー
チ
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
理
論
分
析
を
紹
介
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
理
論
の
み
で
は
解
決
で
き
な
い
事

象
を
他
の
ス
ク
ー
ル
で
は
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
き
た
か
を
論
じ
、
最
後
に
米
国
に
お
い
て
好
ま
れ
る
対
中
政
策
理
論
を
分
析
す
る
。

1
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ニ
　
シ
ス
テ
ム
の
分
析

（
ニ
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム

　
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
国
家
を
中
心
と
し
「
国
家
は
政
治
的
な
権
力
と
富
と
い
う
基
本
的
な
国
益
を
追
求
す
る
」
と
い
う
考
え
方

　
　
　
　
　
　
　

を
基
本
と
し
、
「
国
家
は
自
国
の
崩
壊
や
植
民
地
化
を
最
大
限
に
回
避
し
よ
う
と
す
る
の
で
潜
在
敵
国
を
想
定
す
る
傾
向
が
あ
る
」
と
分

析
す
る
。
そ
の
時
、
も
し
自
国
の
パ
ワ
ー
が
脆
弱
で
あ
る
と
認
知
し
た
場
合
に
は
、
最
悪
の
状
況
を
回
避
す
る
た
め
に
、
パ
ワ
ー
を
持

つ
国
の
支
援
を
求
め
よ
う
と
す
る
が
、
そ
の
際
、
支
援
を
求
め
る
国
か
ら
逆
に
取
り
込
ま
れ
る
と
い
う
危
険
性
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、

友
好
的
な
国
家
間
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
が
非
常
に
流
動
的
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
安
全
保
障
を
確
保
し
、
戦
略
環
境
を
整
え
る
た

め

に

は
充
分
な
国
力
を
保
持
す
る
こ
と
が
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ス
ト
は
考
え
る
。

　
さ
ら
に
、
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ス
ト
は
、
国
際
的
協
調
は
「
外
国
の
影
響
力
」
と
「
相
対
的
利
益
（
奉
一
p
江
く
Φ
σ
q
巴
ロ
）
」
の
二
つ
の
要
因
に

よ
り
制
約
さ
れ
る
と
い
う
見
解
を
持
つ
。
第
一
の
要
因
で
あ
る
「
外
国
の
影
響
力
」
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
そ

れ

は
国
家
の
脅
威
と
な
る
。
第
二
の
要
因
で
あ
る
「
相
対
的
利
得
」
は
、
二
つ
の
国
家
が
協
調
す
れ
ば
得
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、
一

国
が
も
う
一
国
よ
り
得
る
も
の
が
多
い
状
況
（
す
な
わ
ち
相
対
的
に
一
力
国
は
他
国
よ
り
得
る
も
の
が
少
な
い
場
合
）
を
指
す
。
こ
の

場
合
、
他
国
と
比
べ
相
対
的
に
「
損
」
を
す
る
と
考
え
る
国
は
、
協
調
を
拒
否
し
、
「
相
対
的
利
得
」
を
否
定
す
る
た
め
に
、
「
絶
対
的

利
益
（
①
σ
。
。
巳
巨
Φ
σ
q
巴
o
ご
を
追
求
す
る
こ
と
に
な
り
、
国
際
協
調
は
阻
害
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
ネ
オ
．
リ
ア
リ
ス
ト
は
、
国

家
は
合
理
的
な
も
の
で
あ
り
、
外
交
政
策
に
お
い
て
特
に
、
安
全
保
障
の
面
で
は
国
内
的
に
一
致
し
て
い
る
た
め
に
一
貫
し
た
行
動
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
ソ

と
る
の
で
予
測
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
。

　
以
上

の

よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ス
ト
は
、
中
国
の
外
交
政
策
は
第
一
に
他
国
に
対
す
る
影
響
力
の
増
大
を
め
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
、
第
二
に
道
徳
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
重
視
す
る
と
考
え
る
。
ま
た
同
時
に
、
中
国
国
民
の
生
活
水
準
と
、
中
国
の
道
徳
的
価
値
観
が
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国
際
的
基
準
に
近
づ
い
て
い
る
要
因
に
注
目
す
る
。

　
あ
る
中
国
の
高
官
が
「
世
界
の
正
義
を
守
り
、
平
和
と
繁
栄
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
中
国
は
他
国
の
共
産
党
の
手
助
け
を
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

に

あ
る
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
中
国
の
外
交
政
策
は
概
し
て
自
己
中
心
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
冷
戦
後
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
は
希
薄

と
な
り
、
中
国
は
現
実
政
治
へ
よ
り
重
き
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
中
国
は
冷
戦
前
後
に
、
旧
社
会
主
義
国
の
ロ
シ
ア
か
ら

資
本
主
義
国
の
米
国
へ
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
重
心
を
移
し
て
い
る
。
ま
た
冷
戦
後
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
分
野
を
み
て
も
、
中
国
の

第
三
世
界
に

対
す
る
政
策
は
、
「
世
界
に
社
会
主
義
革
命
を
起
こ
す
」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
追
求
の
た
め
の
政
治
・
軍
事
的
支
援
よ

り
、
そ
の
他
の
「
国
益
」
を
優
先
巨
、
よ
り
現
実
主
義
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
駈
。

　
中
国
は
、
経
済
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、
国
際
貿
易
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ジ
ー
ム
へ
の
関
与
を
深
め
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
政

治
．
経
済
的
に
諸
国
間
と
統
合
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
と
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ス
ト
は
分
析
す
る
。
中
国
の
国
際
レ
ジ
ー
ム
へ
対
す

る
基
本
的
な
考
え
方
は
、
「
国
際
レ
ジ
ー
ム
へ
参
加
す
れ
ば
主
権
を
侵
害
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
し
、
そ
こ
へ
参
加
す
る
こ
と
は
諸
外
国

か

ら
の
脅
威
に
対
し
て
脆
弱
と
な
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
中
国
は
、
他
国
や
レ
ジ
ー
ム
か
ら
国
家
を
侵
略
さ
れ
る
「
脅

威
」
を
持
ち
、
こ
の
「
脅
威
」
の
尺
度
は
、
中
国
政
府
が
、
ど
れ
程
の
許
容
度
を
持
つ
か
に
よ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
の
国
際
レ
ジ

ー
ム
へ
の
参
加
は
諸
外
国
と
経
済
協
力
を
遂
行
し
て
い
く
上
で
の
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
と
こ
の
学
派
は
分
析
す
る
。

　
最
後
に
、
ネ
オ
．
リ
ア
リ
ス
ト
は
、
「
中
国
の
対
外
政
策
は
、
国
際
的
な
相
対
的
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
影
響
を
受
け
る
」
と
す
る
。
た

と
え
ば
、
中
国
の
パ
ワ
ー
が
相
対
的
に
弱
か
っ
た
八
〇
年
代
に
は
、
国
際
レ
ジ
ー
ム
、
世
論
、
超
大
国
か
ら
の
圧
力
に
大
き
く
譲
歩
し

た
が
、
中
国
が
急
速
な
経
済
成
長
に
よ
り
相
対
的
パ
ワ
ー
を
増
し
た
現
在
は
、
政
治
・
経
済
問
題
に
対
し
て
よ
り
要
求
が
高
く
な
り
、

隣

国
と
の
協
調
関
係
が
弱
く
な
る
と
い
う
分
析
を
行
な
う
。
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（
二
）
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

　
こ
こ
で
言
う
り
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
定
義
は
、
相
互
依
存
理
論
、
複
合
相
互
依
存
理
論
（
o
o
日
旦
o
×
日
8
a
Φ
O
Φ
コ
匹
6
ロ
o
Φ
）
、
ネ
オ
・
リ
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
ル
・
イ
ン
ス
テ
イ
テ
ユ
ー
シ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
数
個
の
学
説
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
理
論
は
一
定
の
問
題
に
つ
い
て

異
な
っ
た
点
を
強
調
し
た
り
不
一
致
と
し
た
り
す
る
点
が
あ
る
が
、
一
貫
し
て
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
に
対
す
る
代
案
を
提
示
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ラ
リ
ス
ト
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
国
家
は
貿
易
な
ど
の
経
済
取
引
を
通
じ
て
自
ら
の
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
考

え
る
。
そ
し
て
国
家
が
国
家
目
標
を
追
求
す
る
時
に
は
、
国
内
に
派
閥
抗
争
が
起
こ
り
が
ち
で
あ
る
が
、
「
貿
易
は
国
家
間
に
利
益
も
た

ら
す
も
の
で
あ
る
」
と
国
内
的
に
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
派
閥
抗
争
は
起
き
に
く
く
な
る
。
ま
た
、
「
戦
争
」
は
貿
易
の
妨
害
要
因

と
な
る
こ
と
か
ら
、
各
派
閥
は
戦
争
を
避
け
る
よ
う
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
経
済
的
相
互
依
存
関
係
を
通
じ
て
、
国
家
は
国
際
法
と

規
範
に

対

し
て
責
任
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
も
し
あ
る
国
家
が
国
際
法
と
規
範
に
反
す
る
行
動
を
と
れ
ば
、
他
国
は
自
国
が

依
存
す
る
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
途
絶
、
供
給
も
カ
ッ
ト
す
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
国
家
は
規
範
を
遵
守
す
る
よ
う
に

な
る
。

　
ま
た
、
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
基
本
的
な
仮
定
を
ほ
と
ん
ど
否
定
す
る
。
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ス
ト
は
、
「
国
家

は
国
益
を
追
求
す
る
た
め
紛
争
を
起
こ
し
が
ち
で
あ
る
」
と
考
え
る
が
、
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
は
「
国
家
は
、
戦
争
の
回
避
と
紛
争

の
平
和
的
解
決
を
学
習
可
能
で
あ
る
」
と
信
じ
る
。
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
は
、
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ス
ト
の
国
際
政
治
の
捉
え
方
は
「
基

本
的
に
ア
ナ
ー
キ
ー
で
あ
り
、
国
家
間
に
は
国
益
を
め
ぐ
る
紛
争
が
絶
え
な
い
と
い
う
考
え
方
に
は
問
題
が
あ
り
、
そ
の
代
わ
り
に
道

徳

と
法
的
原
理
に
遵
守
し
た
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
」
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
戦
争
行
為
、
威
圧
行
動
、
軍

備
増
強
は
非
生
産
的
で
あ
り
、
世
界
は
協
調
し
て
自
由
貿
易
を
行
い
、
国
際
法
規
を
遵
守
す
る
こ
と
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

　
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
は
、
現
在
の
世
界
で
は
、
国
際
規
範
の
維
持
が
重
要
で
あ
り
、
国
家
が
国
際
的
規
範
を
破
る
政
治
・
経
済
的

4
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コ

ス

ト
は
高
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
国
家
は
、
国
際
機
関
と
レ
ジ
ー
ム
に
価
値
を
認
め
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
維
持
し
よ
う

と
す
る
。
加
え
て
、
軍
事
力
は
自
ら
の
目
標
達
成
の
手
段
と
し
て
は
、
過
去
と
比
べ
る
と
有
効
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
「
国
際
関

係
は
安
全
保
障
を
め
ぐ
る
諸
国
家
間
の
争
い
で
あ
る
」
と
す
る
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ス
ト
の
前
提
条
件
を
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
否
定
す

る
。　

そ
し
て
、
国
家
は
、
国
民
の
要
望
と
経
済
・
社
会
・
文
化
的
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
益
々
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
ネ
オ
．
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
は
、
第
一
に
国
際
関
係
に
お
け
る
重
要
な
行
動
主
体
は
「
国
家
」
で
は
な
く
、
「
非
政
府
主
体
」
、
「
国
際

機
関
」
で
あ
り
、
多
国
間
協
調
が
中
心
と
な
り
。
第
二
に
、
「
国
家
」
は
安
全
保
障
や
経
済
的
福
祉
を
考
え
さ
え
す
れ
ば
い
い
と
す
る
。

さ
ら
に
、
独
裁
体
制
で
あ
っ
て
も
現
在
は
、
国
民
の
生
活
水
準
の
改
善
要
求
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
は
、
中
国
の
指
導
者
は
国
民
か
ら
生
活
水
準
向
上
の
期
待
を
強
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
し
て
感
じ
、
ま
た
、
国

民
生

活
向
上
と
国
際
貿
易
．
投
資
が
、
経
済
発
展
の
た
め
に
必
要
な
手
段
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
と
分
析
す
る
。
国
家
が
そ
の
生
存

と
発
展
の
た
め
に
唯
一
実
行
可
能
な
方
法
は
、
経
済
発
展
を
行
い
、
国
民
の
暮
ら
し
を
改
善
し
、
多
元
的
な
利
益
を
享
受
で
き
る
国
際

的
な
協
調
体
制
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
国
は
、
経
済
発
展
の
た
め
に
長
期
に
わ
た
る
平
和
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
リ
　

国
際
環
境
を
探
求
し
て
い
る
と
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
は
分
析
す
る
。
そ
の
た
め
、
中
国
は
自
己
防
衛
の
た
め
に
軍
事
力
の
行
使
は
行

な
わ
な
い
と
分
析
す
る
点
が
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ス
ト
の
見
解
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

　
、
不
オ
．
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
中
国
は
多
く
の
利
益
を
享
受
す
る
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
し
、
協
調
す
る
こ
と
で
国
際
社

会

へ

「
社
会
化
」
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
中
国
は
国
際
規
範
を
犯
す
よ
う
な
政
策
を
隠
蔽
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
、
国

際
的
な
世
論
を
和
ら
げ
る
努
力
を
す
る
よ
う
な
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
る
。
中
国
が
人
権
虐
待
へ
の
非
難
や
知
的
所
有
権
違
反
に
対
し
て
、

国
際
的
な
メ
デ
ィ
ア
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
が
そ
の
よ
い
事
例
で
あ
る
。

　
ネ
オ
．
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
は
、
経
済
成
長
が
政
治
的
自
由
化
を
も
た
ら
す
こ
と
を
信
じ
、
中
国
を
国
際
経
済
や
外
交
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

5
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「
関
与
」
さ
せ
る
こ
と
が
中
国
と
の
外
交
関
係
を
円
満
に
し
、
世
界
に
と
っ
て
も
中
国
に
と
っ
て
も
よ
い
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る

と
考
え
る
。

　
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
は
中
国
が
八
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
政
治
的
自
由
化
を
急
ぎ
始
め
た
と
の
分
析
を
行
っ
た
。
こ
の
分
析
は
天

安
門
事
件
が
起
こ
り
、
一
時
的
に
は
間
違
っ
た
分
析
で
あ
っ
た
か
に
見
え
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
中
国
の
世
界
経
済
へ
の
相
互
依

存
が
益
々
深
ま
り
、
W
T
O
加
盟
で
そ
の
流
れ
は
益
々
加
速
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
分
析
は
適
中
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
だ

が
一
方
で
、
中
国
の
エ
リ
ー
ト
層
が
紛
争
な
し
に
国
際
社
会
に
従
う
と
は
考
え
難
い
し
そ
の
能
力
は
低
く
見
積
も
る
べ
き
で
は
な
い
。

特
に

台
湾
問
題
は
留
意
す
べ
き
事
項
で
あ
る
。
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の
理
論
は
、
多
国
間
主
義
、
世
界
的
な
人
権
擁
護
、
公
平
な
国

際
貿
易
の
ル
ー
ル
作
り
を
激
賞
す
る
が
、
中
国
に
は
こ
れ
ら
に
対
す
る
価
値
観
と
は
相
容
れ
な
い
部
分
も
存
在
す
る
。

6

（
三
）
ネ
オ
・
マ
ル
キ
シ
ズ
ム

　
ネ
オ
．
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
は
、
マ
ル
キ
ス
ト
の
仮
定
を
基
本
と
す
る
。
つ
ま
り
、
国
際
関
係
を
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
（
資
本
家
階
級
）
と
プ

ロ

レ

タ
リ
ア
ー
ト
（
労
働
者
階
級
）
間
の
階
級
闘
争
と
と
ら
え
、
そ
れ
が
歴
史
と
政
治
を
進
め
る
基
本
要
因
で
あ
る
と
考
え
る
。
国
際

資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
は
、
世
界
を
か
つ
て
な
い
ほ
ど
効
率
的
に
進
歩
さ
せ
る
が
、
一
方
で
は
、
大
量
不
正
行
為
、
紛
争
、
惨
事
を
も
た

ら
す
。
し
か
も
、
資
本
主
義
社
会
は
利
益
を
享
受
す
る
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
た
め
に
、
資
本
階
級
が
労
働
者
階
級
か
ら
搾
取
を
継
続

す

る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
事
態
を
労
働
者
階
級
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
り
、
公
平
な
富
の
配
分
を
求
め
て
資
本

者

階
級
に
対
し
て
決
起
す
る
。
社
会
主
義
は
世
界
各
国
で
萌
芽
し
、
や
が
て
社
会
的
、
経
済
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
る
社
会
主
義
国
が
世

界
中
で
誕
生
し
、
歴
史
は
最
終
段
階
に
到
達
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の

マ
ル
キ
ス
ト
理
論
か
ら
誕
生
し
た
の
が
、
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
に
代
表
さ
れ
る
学
派
の
相
互
依
存
論
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
い
ソ

世
界
シ
ス
テ
ム
論
で
あ
る
。
こ
の
ス
ク
ー
ル
は
、
国
際
関
係
は
資
本
主
義
社
会
に
根
付
い
た
、
同
じ
搾
取
シ
ス
テ
ム
の
範
疇
に
属
す
る
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と
論
じ
る
。
主
要
国
の
資
本
階
級
は
、
外
交
政
策
を
世
界
市
場
、
資
源
、
労
働
資
本
ヘ
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
使
う
。
欧

州
や
日
本
の
植
民
地
に
あ
っ
た
諸
国
は
、
第
二
次
大
戦
後
独
立
し
た
も
の
の
国
民
国
家
と
し
て
は
未
熟
な
段
階
に
あ
っ
た
た
め
そ
の
政

治
・
経
済
的
発
展
が
充
分
に
行
わ
れ
ず
、
実
質
的
に
前
の
領
主
国
の
「
半
植
民
地
」
と
し
て
残
っ
た
。
そ
し
て
、
主
要
国
に
対
し
て
、

政

治
・
軍
事
的
に
弱
い
状
況
を
甘
ん
じ
て
受
け
入
れ
た
結
果
、
世
界
市
場
へ
資
源
以
外
に
供
給
で
き
る
も
の
が
な
い
状
況
に
陥
っ
た
の

で

あ
る
。
国
際
経
済
に
参
加
す
る
国
は
、
国
家
の
発
展
・
維
持
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
世
界
規
模
の
労
働
資
本
配
分
問
題
に
突
き
当

た
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
第
三
世
界
は
貧
困
の
ま
ま
お
き
ざ
り
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
が
こ
の
学
派
の
考
え
方
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ザ

以
上
の

よ
う
な
観
点
か
ら
、
こ
の
学
派
は
世
界
を
中
心
諸
国
、
周
辺
諸
国
、
準
周
辺
諸
国
の
三
つ
に
区
分
す
る
。

　

こ
の
う
ち
、
第
一
の
中
心
諸
国
は
、
資
本
主
義
重
視
で
ハ
イ
テ
ッ
ク
商
品
を
生
産
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
う
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

資
本
蓄
積
を
す
る
こ
と
に
よ
り
大
き
な
利
益
を
得
る
た
め
、
中
心
諸
国
は
、
世
界
の
「
余
剰
」
の
過
度
な
分
担
に
飛
び
つ
く
と
同
時
に
、

地
球

資
源
を
不
均
衡
に
消
費
す
る
。
そ
し
て
、
中
心
諸
国
が
、
自
分
の
地
位
を
維
持
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
る
た
め
、
安
価
な
資
源
と

低
開
発
国
の
労
働
に
依
存
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
周
辺
諸
国
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
第
二
の
周
辺
諸
国
は
、
資
本
力
、
教
育
、

技
術
水
準
に
欠
け
、
中
心
諸
国
と
の
間
の
格
差
を
埋
め
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。
中
心
諸
国
は
、
周
辺
諸
国
を
発
展

途
上
の
状
態

に
、
そ
し
て
政
治
的
に
弱
い
ま
ま
に
し
て
、
中
心
諸
国
が
得
を
す
る
よ
う
な
状
況
に
置
く
わ
け
で
あ
る
。
第
三
の
準
周
辺

諸
国
は
、
中
心
諸
国
と
周
辺
諸
国
と
の
間
に
あ
り
、
媒
介
者
と
し
て
、
安
価
な
製
品
を
両
陣
営
へ
供
給
し
、
自
分
の
安
価
な
労
働
力
を

中
心
諸
国
の
ハ
イ
テ
ッ
ク
技
術
と
交
換
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
長
期
的
に
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
間
の
移
動
が
可
能

と
な
り
、
あ
る
国
は
周
辺
諸
国
か
ら
準
周
辺
諸
国
へ
と
上
へ
移
動
す
る
可
能
性
を
持
つ
事
に
な
る
。

　
発
展
途
上
国
で
資
本
主
義
体
制
を
と
る
国
は
、
周
辺
諸
国
の
エ
リ
ー
ト
と
協
力
し
て
こ
の
シ
ス
テ
ム
内
で
地
位
を
向
上
さ
せ
よ
う
と

す
る
。
そ
の
際
、
経
済
・
軍
事
交
流
に
お
い
て
、
こ
の
協
調
的
レ
ジ
ー
ム
は
領
土
と
国
民
を
そ
の
レ
ジ
ー
ム
間
だ
け
の
も
の
に
限
定
す

る
た
め
、
レ
ジ
ー
ム
外
の
諸
国
は
衰
弱
す
る
こ
と
に
な
る
。
逆
に
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
が
繁
栄
す
る
な
ら
ば
、
資
本
主
義
体
制
の
メ
ン
バ

7
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1
は
そ
の
レ
ジ
ー
ム
へ
の
加
盟
に
誘
惑
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
そ
の
レ
ジ
ー
ム
と
資
本
主
義
諸
国
は
衝
突
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
ネ
オ
・
マ
ル
キ
シ
ス
ト
理
論
は
、
中
国
の
外
交
政
策
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
分
析
す
る
上
で
次
の
二
つ
の
点
か
ら
有
効
で
あ
る
。
第

一
は
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
は
中
国
共
産
党
の
対
外
政
策
の
解
釈
に
一
番
影
響
を
与
え
る
点
で
あ
る
。
中
国
に
お
い
て
は
、
国
内
経
済
シ
ス

テ
ム
が
社
会
主
義
か
ら
資
本
主
義
へ
と
移
行
し
て
い
た
と
し
て
も
、
政
治
的
に
は
未
だ
に
、
用
語
と
政
治
理
論
は
大
き
く
マ
ル
キ
シ
ズ

ム

に

依
拠
し
て
い
る
。
米
国
の
研
究
所
の
多
く
は
、
中
国
に
お
い
て
、
主
要
国
と
中
国
と
の
関
係
は
、
資
本
主
義
階
級
は
中
国
共
産
党

を
転
覆
し
、
中
国
の
経
済
開
発
を
促
す
政
権
（
他
の
資
本
主
義
諸
国
に
支
持
さ
れ
た
）
を
誕
生
さ
せ
る
目
的
を
持
つ
と
い
う
考
え
を
持

つ
。
中
国
は
、
中
国
共
産
党
が
発
足
し
て
間
も
な
い
頃
は
、
第
三
世
界
に
お
い
て
資
本
主
義
諸
国
と
同
盟
関
係
を
結
ん
だ
諸
国
に
対
し

て

敵
対
し
て
い
た
。
マ
ル
キ
ス
ト
理
論
は
何
が
国
益
で
あ
る
か
と
い
う
政
策
決
定
の
解
釈
に
対
し
て
影
響
を
与
え
る
と
い
う
意
味
で
、

あ
る
程
度
ま
で
、
中
国
の
外
交
政
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
役
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。

　
第
二

に
、
世
界
シ
ス
テ
ム
論
と
し
て
提
示
さ
れ
た
「
中
心
ー
周
辺
ー
準
周
辺
」
国
家
の
モ
デ
ル
は
、
中
国
の
他
の
世
界
と
の
相
互
関

係
に
お
け
る
中
国
の
経
済
的
側
面
を
解
釈
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
。
理
論
上
、
中
国
は
準
周
辺
諸
国
に
属
し
、
中
心
諸
国
と
周
辺
諸
国

に

対

し
て
様
々
な
商
品
を
効
率
的
に
輸
出
で
き
る
国
家
で
あ
る
。
そ
の
安
価
な
労
働
賃
金
と
よ
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
労
働
力
は
海

外
投
資
家
に
と
っ
て
魅
力
的
な
べ
ー
ス
で
あ
る
。
世
界
シ
ス
テ
ム
論
は
中
国
内
の
種
々
の
レ
ジ
ー
ム
間
に
お
け
る
経
済
発
展
の
相
違
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
ザ

説
明

す
る
の
に
有
効
で
あ
る
。
中
国
の
開
発
戦
略
は
世
界
資
本
経
済
の
関
連
に
お
い
て
、
「
中
国
は
先
ず
、
世
界
経
済
と
争
い
、
次
に
そ

こ
か
ら
脱
却
し
、
最
後
に
世
界
経
済
を
抱
き
込
む
」
と
い
う
説
明
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
実
権
を
得
た
後
、
中
国
共
産
党
レ
ジ
ー
ム
は
、

社
会
主
義
経
済
樹
立
を
支
援
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
理
論
の
本
家
で
あ
っ
た
ソ
連
は
経
済
的
に
破
綻
し
分
裂
し
て

し
ま
っ
た
。
し
か
も
中
国
は
ソ
連
の
社
会
主
義
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
結
果
、
国
家
は
貧
困
に
陥
っ
た
。
そ
の
た
め
ポ
ス
ト
毛
沢
東
政

権
の
中
国
で
は
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
方
が
国
を
富
ま
せ
る
と
の
確
信
を
得
た
。

　
そ
れ
以
外
の
ネ
オ
・
マ
ル
キ
ス
ト
理
論
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
限
界
が
あ
る
。
第
一
に
、
一
般
的
に
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
が
そ
う
で
あ
る
よ

8



う
に
、
あ
ま
り
に
も
主
要
国
の
外
交
政
策
の
主
な
決
定
要
因
を
分
析
す
る
際
に
、
「
階
級
の
移
行
」
を
強
調
し
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る
点

が

あ
る
た
め
で
あ
る
。
第
二
に
、
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
や
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
主
張
を
取
り
入
れ
ず
に
、
中
国
の
外
交
政
策
の
将

来

を
分
析
す
る
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
国
際
資
本
主
義
経
済
が
発
展
途
上
国
を
貧
困
の
状
況
に
置
き
、
ま
す
ま
す
経
済
的
に

大

き
な
隔
た
り
が
で
き
る
と
主
張
す
る
依
存
理
論
や
世
界
シ
ス
テ
ム
論
を
取
り
入
れ
て
な
い
。
ポ
ス
ト
毛
沢
東
政
権
は
、
自
発
的
に
中

国
を
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
に
加
入
さ
せ
、
中
国
の
経
済
発
展
を
加
速
化
さ
せ
て
中
国
を
中
心
国
家
の
仲
間
入
り
を
さ
せ
る
ま
で
に
な
っ

た
。
こ
の
戦
略
が
効
力
を
発
揮
し
、
中
国
は
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
へ
遅
れ
て
参
入
す
る
が
、
そ
の
結
果
中
国
に
前
例
を
見
な
い
ほ
ど
の

富
を
も
た
ら
し
、
九
〇
年
代
か
ら
二
一
世
紀
初
頭
に
は
世
界
で
も
最
も
経
済
成
長
率
の
高
い
国
と
な
っ
た
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　

主
義
世
界
か

ら
多
く
を
享
受
し
た
中
国
は
実
質
的
に
依
存
理
論
に
変
更
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
四
）
三
理
論
の
比
較

　
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
パ
ワ
ー
を
解
説
し
た
重
要
な
理
論
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
包
括
的
な
理
論
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
外
交

政

策
を
分
析
す
る
手
段
と
し
て
最
も
有
効
な
手
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
は
す
べ
て
を
簡
単
に
解
説
す
る
傾
向
が
あ

る
。
中
国
の
ケ
ー
ス
で
は
、
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
基
本
的
仮
定
に
は
理
論
的
に
偏
重
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
央
政
府
の
統
一
性
と

実
権
の
点
を
含
め
、
国
際
規
範
や
機
構
の
弱
点
、
軍
事
力
と
他
の
種
類
の
「
パ
ワ
ー
」
の
実
質
的
非
有
効
性
、
普
遍
的
に
「
経
済
」
以

上
に

「
軍
事
・
安
全
保
障
」
を
重
視
す
る
点
な
ど
に
お
い
て
そ
の
傾
向
が
あ
る
。

　

こ
の
点
、
リ
ア
リ
ス
ト
の
仮
定
は
、
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
が
説
明
で
き
な
い
点
を
説
明
で
き
る
。

　

ま
た
、
ネ
オ
・
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
見
解
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
労
働
の
分
配
と
、
い
か
に
中
国
が
世
界
経
済
シ
ス
テ
ム
に
適
応
す
る
か
と

い

う
点
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
功
績
が
あ
る
。

9
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三
　
国
内
要
因
分
析

　
中
国
問
題
を
長
年
分
析
し
て
き
た
中
国
研
究
者
（
以
下
、
シ
ナ
ロ
ジ
ス
ト
）
は
、
中
国
の
外
交
政
策
の
大
部
分
を
国
内
要
因
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
。
こ
れ
に
は
次
の
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。

　
第
一
の
理
由
は
、
シ
ナ
ロ
ジ
ス
ト
は
中
国
の
歴
史
、
文
化
、
言
語
の
専
門
家
で
あ
る
た
め
に
、
ご
く
自
然
に
歴
史
．
文
化
．
言
語
的

分
析
に
重
点
を
置
く
か
ら
で
あ
る
。

　
第
二
の
理
由
は
、
中
国
の
外
交
政
策
は
数
十
年
間
で
複
雑
化
し
た
た
め
、
国
内
要
因
の
分
析
は
、
中
国
の
政
策
決
定
過
程
を
把
握
す

る
上
で
欠
か
せ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
国
内
要
因
か
ら
の
分
析
は
、
中
国
の
「
他
国
が
自
国
の
外
交
様
式
を
動
か
す
こ
と
を
拒
否
す

る
外
交
政
策
」
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
中
国
の
外
交
政
策
を
分
析
す
る
上
で
国
内
要
因
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
軍
事
的
脅

威

は
驚
く
ほ
ど
低
く
考
え
ら
れ
、
中
国
は
ど
れ
位
、
ま
た
ど
う
い
っ
た
資
源
が
軍
隊
に
配
分
さ
れ
る
か
を
決
定
す
る
際
の
許
容
範
囲
が

広

く
、
ま
た
外
国
か
ら
の
軍
事
的
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
る
影
響
を
あ
ま
り
考
慮
し
な
い
。
経
済
分
野
で
は
、
海
外
か
ら
の
影
響
度
は
幾

重
に

も
隔
離
さ
れ
、
ま
た
、
国
内
の
不
満
も
押
さ
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
国
際
シ
ス
テ
ム
は
中
国
の
行
動
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与

え
な
四
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
国
の
外
交
政
策
は
中
国
内
部
で
決
定
さ
れ
、
中
国
外
の
環
境
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
結
論
に
シ

ナ
ロ

ジ
ス
ト
は
達
す
る
。

　
シ

ナ
ロ

ジ
ス
ト
は
中
国
の
対
外
政
策
決
定
要
因
は
中
国
内
部
に
あ
る
と
分
析
す
る
国
内
レ
ベ
ル
の
理
論
に
重
き
を
置
き
、
シ
ス
テ
ム

レ

ベ
ル
の

ア

プ
ロ
ー
チ
は
単
純
す
ぎ
る
と
す
る
の
で
、
国
内
要
因
の
細
部
ま
で
把
握
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
他
国
に
お
け
る
対
外

政

策
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
の
分
析
は
中
国
に
は
当
て
は
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
の
逆
で
あ
る
た
め
中
国
の
外
交
政
策
を
分
析
す
る
際
に
は
国

内
レ
ベ
ル
ア
プ
ロ
ー
チ
で
そ
の
大
部
分
が
解
明
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
、
シ
ナ
ロ
ジ
ス
ト
は
、
指
導
者
の
日
常
的
要
因
を
分
析
す
る
。
こ
れ
は
、
独
裁
指
導
者
に
焦
点
を
当
て
る
国

10
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内
レ
ベ
ル
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
独
特
な
手
法
で
あ
り
、
そ
れ
な
り
の
価
値
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
代
表
的
な
分
析
の
事
例
に
毛
沢

　
　
　
　
　
ほ
お
　

東
研
究
が
あ
る
。
こ
の
研
究
は
、
毛
沢
東
の
独
特
な
性
格
、
人
生
経
験
、
人
生
哲
学
、
教
育
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
外
国
に
対
す
る

認
識

と
い
っ
た
要
因
が
い
か
に
中
国
の
行
動
様
式
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
分
析
し
た
。
こ
の
研
究
か
ら
「
毛
沢
東
時
代
は
郵
小
平
が
主

な
中
国
の
外
交
政
策
を
す
べ
て
取
り
仕
切
っ
て
い
た
」
と
い
う
郵
小
平
が
政
策
決
定
を
制
度
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
努
力
や
、
重
要
な
政

策
の
転
換
が

そ
の
他
の
権
力
者
集
団
と
の
同
意
に
よ
り
行
わ
れ
た
こ
と
が
調
査
で
明
る
み
に
で
た
。
し
か
し
、
独
裁
指
導
者
の
み
に
焦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
け
　

点

を
当
て
た
分
析
は
外
交
政
策
に
与
え
る
そ
の
他
の
要
因
が
多
く
な
っ
た
現
在
、
こ
の
種
の
分
析
は
古
い
と
言
え
よ
う
。

　
第
二
の
国
内
要
因
分
析
の
手
法
に
よ
る
中
国
の
対
外
政
策
決
定
分
析
は
、
「
政
治
構
造
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
あ
る
。
こ
の
分
析
手

法

は
、
中
国
に
お
け
る
「
世
論
は
外
交
政
策
に
ほ
と
ん
ど
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
」
と
い
う
権
威
主
義
政
治
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
の
一
つ
に

注

目
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
学
派
は
国
家
目
標
達
成
の
た
め
に
中
国
の
指
導
者
が
か
な
り
多
く
の
死
傷
者
を
出
す
こ
と
を
許
容
で
き

る
と
す
る
。
か
つ
て
中
国
共
産
党
は
、
朝
鮮
戦
争
の
際
に
現
状
維
持
を
達
成
す
る
た
め
に
九
〇
万
人
も
の
戦
死
者
を
出
し
て
も
体
制
は

維
持
で
き
た
。
ま
た
、
数
一
〇
年
前
、
中
国
は
、
イ
ン
ド
と
の
国
境
か
ら
イ
ン
ド
軍
と
対
時
す
る
軍
を
自
発
的
に
撤
退
す
る
こ
と
を
決

定

し
た
。
中
国
の
イ
ン
ド
と
の
紛
争
後
の
軍
の
撤
退
に
関
し
て
、
か
つ
て
ロ
ジ
ャ
ー
・
ヒ
ル
ス
マ
ン
が
「
米
国
国
防
総
省
は
、
政
治
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
ら
　
へ
に
　

目
標
を
達
成
し
た
か
ら
と
い
っ
て
戦
死
者
を
多
数
出
し
、
戦
費
も
費
や
し
た
領
土
か
ら
こ
れ
ほ
ど
簡
単
に
撤
退
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
こ
れ
も
世
論
と
は
関
係
な
く
、
外
国
・
軍
事
政
策
を
決
定
で
き
る
国
家
体
制
を
中
国
が
持
つ
か
ら
で
き
る
好

例
で
あ
る
。

　
第
三
の
国
内
レ
ベ
ル
の
分
析
手
法
に
「
文
化
・
歴
史
的
理
論
」
が
あ
る
。
こ
の
ス
ク
ー
ル
は
、
「
中
国
の
近
代
防
衛
政
策
は
中
国
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

化
と
歴
史
に
よ
り
作
ら
れ
た
」
と
し
て
、
心
理
戦
争
、
孫
子
の
戦
略
、
三
国
志
の
よ
う
な
歴
史
的
な
軍
事
的
古
典
を
強
調
す
る
。
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
リ
　

て
、
中
国
は
「
伝
統
的
」
な
軍
事
思
考
を
持
つ
た
め
に
多
国
間
安
全
保
障
協
力
に
消
極
的
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。
中
国
の
一
八
四
二

年

の
阿
片
戦
争

敗
北
に
始
ま
る
諸
外
国
か
ら
の
「
何
世
紀
に
も
わ
た
る
屈
辱
」
の
期
間
は
、
中
華
民
国
の
樹
立
ま
で
続
い
た
。
そ
の
記

11
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憶

は
そ
の
後
の
中
華
人
民
共
和
国
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
中
国
の
国
際
社
会
に
対
す
る
、
「
尊
敬
」
と
「
大
国
」
と
し
て

の

認
識
の
要
求
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
か
ら
き
て
お
り
、
領
土
紛
争
解
決
の
中
国
側
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
端
的
に
現
れ
る
と
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

化
・
歴
史
ス
ク
ー
ル
は
分
析
す
る
。

文
化
・
歴
史
的
理
論
家
は
、
中
国
の
他
国
へ
の
軍
事
力
行
使
（
特
に
肩
Φ
－
ヨ
o
△
Φ
日
O
の
ユ
o
△
）
は
、
西
欧
諸
国
の
パ
タ
ー
ン
は
当
て
は

ま
ら
ず
、
中
国
の
行
動
は
中
国
の
伝
統
哲
学
か
ら
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
西
欧
諸
国
の
軍
事
力
使
用
は
領
土
、
資
源
、
富
を

得
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
中
国
は
経
済
的
利
益
の
た
め
に
軍
事
力
を
行
使
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
軍
事
的
優
位
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
国
は
侵
略
や
近
隣
諸
へ
中
国
を
尊
敬
さ
せ
る
た
め
に
軍
事
力
を
行
使
す
る
と
す
る
。

　

し
か
し
こ
の
論
議
で
は
、
一
九
四
九
年
以
後
の
中
国
の
外
交
政
策
を
説
明
す
る
の
は
難
し
い
。
そ
の
理
由
の
第
一
は
、
古
代
中
国
の

行
動
パ
タ
ー
ン
は
現
在
の
国
際
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
現
代
国
家
に
は
応
用
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
懲
罰
」
国
家
は
、
戦
略
環
境
の
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　

備

を
行
な
う
手
段
を
持
つ
が
、
軍
事
力
を
行
使
す
る
可
能
性
は
低
下
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
古
代
中
国
は
自
ら
を
「
広
大
で
自
給
自

足
の

で

き
る
帝
国
で
あ
り
・
長
い
国
境
の
外
か
ら
は
何
も
得
る
も
の
は
な
い
」
と
考
え
・
「
外
部
か
ら
の
脅
威
の
存
在
を
無
視
す
る
」
西
、

現
在
の

中
国
で
は
全
く
当
て
は
ま
ら
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
古
代
中
国
の
外
交
政
策
は
他
の
大
国
の
そ
れ
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
た

が
、
中
華
人
民
共
和
国
の
外
国
政
策
は
他
国
と
異
な
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
の
外
交
政
策
理
論
の
多
く
は
、
あ
る
一
定
の

状
況
下
に

お

け
る
中
国
の
行
動
が
他
の
諸
国
と
同
じ
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
、
た
だ
単
に
中
国
の
哲
学
を
あ
る
一
面
に
当
て
は
め
て

説
明
す
る
だ
け
に
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
一
九
七
九
年
の
中
国
の
ベ
ト
ナ
ム
進
攻
は
、
「
中
国
の
認
知
し
た
相
互
関
係
に
お
け
る
適

切

な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
維
持
す
る
」
た
め
で
あ
っ
た
と
す
る
ロ
シ
タ
・
ダ
リ
オ
ス
の
論
議
は
、
伝
統
的
な
中
国
哲
学
に
基
づ
く
分
析
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
実
は
、
地
域
の
現
状
維
持
に
対
す
る
典
型
的
な
覇
権
力
の
強
要
で
あ
る
。
同
様
に
、
毛
沢
東
の
「
人
民
戦

争
」
の
文
化
論
争
の
後
は
、
ダ
リ
オ
ス
も
「
こ
の
概
念
は
中
国
特
有
の
も
の
で
は
な
い
」
こ
と
を
認
め
、
「
多
く
の
文
化
や
歴
史
の
中
に

発
見
で

き
る
」
と
し
て
い
る
。
結
局
、
ダ
リ
オ
ス
は
「
中
国
の
行
為
は
古
典
的
な
リ
ア
リ
ス
ト
の
分
析
が
あ
て
は
ま
る
か
も
し
れ
な
い
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ロ
め
　

に

も
か
か
わ
ら
ず
」
中
国
特
有
の
考
え
方
は
中
国
の
外
交
政
策
に
影
響
を
与
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
も
し
、
中
国
の
行
為

が
何
に

で

も
当
て
は
ま
る
リ
ア
リ
ス
ト
モ
デ
ル
に
当
て
は
ま
る
の
で
あ
れ
ば
、
中
国
文
化
に
焦
点
を
当
て
て
も
得
ら
れ
る
も
の
は
少
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
結
　
論

米国における中国外交政策に関する理論的分析（川上）

　
シ

ス
テ

ム

レ

ベ
ル
の

ア

プ
ロ
ー
チ
と
、
国
家
レ
ベ
ル
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
ど
ち
ら
も
特
色
が
あ
る
。
中
国
の
指
導
者
が
外
交
政
策
を
決

定
す
る
際
、
国
内
的
要
因
と
対
外
的
要
因
を
両
方
考
慮
す
る
。

　
諸

外
国
は
中
国
の
経
済
や
安
全
保
障
上
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
に
と
っ
て
諸
外
国
か
ら
の
影
響
力
と
い
っ
た
対
外

要

因
を
考
慮
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
の
エ
リ
ー
ト
は
安
全
保
障
に
関
し
て
は
共
通
の
認
識
を
共
有
す
る
た
め
、
中
国

国
内
の
政
策
に
影
響
を
与
え
る
グ
ル
ー
プ
の
間
で
は
安
全
保
障
に
関
す
る
事
項
に
関
し
て
、
合
意
に
達
す
る
の
は
容
易
で
あ
る
。
し
た

が
っ

て
、
中
国
の
安
全
保
障
政
策
決
定
過
程
は
、
比
較
的
単
純
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
国
内
的
要
因
の
考
慮
も
必
要
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
中
国
の
対
外
政
策
決
定
の
パ
ワ
ー
は
高
度
に
中
央
集
権
化
さ
れ
て
な
く
、
派
閥
や
機
関
は
恭
順
の
意
を
表
す
傾
向
が
あ

る
。
し
か
し
、
中
国
に
と
っ
て
ど
の
政
策
が
長
期
的
に
重
要
か
が
し
ば
し
ば
論
議
さ
れ
る
と
い
う
点
か
ら
国
内
要
因
の
分
析
は
必
要
で

あ
る
。

　
中
国
の
エ
リ
ー
ト
は
、
国
内
政
策
と
対
外
政
策
は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
い
う
見
解
を
持
つ
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
中
国
外
交
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
カ
　

策
の
研
究
者
の
多
く
は
、
中
国
の
国
内
分
析
だ
け
や
、
対
外
政
策
の
分
析
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
持
つ
。
両
者
の
分

析

が

あ
っ
て
こ
そ
中
国
の
政
策
分
析
は
よ
り
正
確
と
な
る
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
キ
ム
に
よ
れ
ば
、
外
交
政
策
に
は
、
そ
の
原
因
と
結
果
の

因
果
関
係
か
ら
し
て
、
国
内
政
策
と
対
外
政
策
の
目
標
と
が
複
雑
に
織
り
混
ざ
っ
て
お
り
、
中
国
の
外
交
政
策
は
、
「
政
策
決
定
者
の
持

13
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つ
見

解
、
利
害
関
係
、
信
念
、
国
際
情
勢
を
ど
う
認
識
す
る
か
と
い
っ
た
も
の
が
入
り
交
じ
り
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
し

た
が
っ
て
、
対
外
要
因
、
国
内
要
因
、
相
互
作
用
の
三
つ
の
要
因
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
レ
ベ
ル
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
国
内

レ

ベ
ル
の

ア

プ
ロ
ー
チ
は
、
中
国
の
外
交
政
策
を
分
析
す
る
上
で
こ
の
要
因
の
相
互
作
用
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
あ
る
程

度
は
有
効
で
あ
る
が
絶
対
的
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
他
国
と
比
べ
、
中
国
政
府
は
問
題
事
項
に
対
し
て
包
括
的
な
政
策
を
と
る
傾
向
が
あ
り
、
こ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
国
内
要
因

と
対
外
要
因
の
両
者
を
分
析
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の
二
つ
の
要
因
を
別
々
に
扱
っ
て
は
な
ら
な
い
。
国
内
で
の
闘
争
は
、
中
国
の
外
交

政

策
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
。
ブ
ル
ー
ス
・
カ
ミ
ン
グ
ス
が
分
析
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
に
お
け
る
国
内
政
治
の
新
た
な
動
き
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ざ

新
た
な
政
治
連
合
が
現
れ
、
新
た
な
外
交
政
策
が
展
開
さ
れ
る
シ
グ
ナ
ル
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
　

　

し
か
し
、
国
内
の
機
構
改
革
や
指
導
者
の
交
代
と
い
っ
た
国
内
要
因
が
対
外
要
因
に
影
響
を
与
え
る
場
合
も
あ
る
。
国
際
的
な
環
境

が
中
国
政
府
内
の
一
部
の
勢
力
を
優
勢
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
レ
ジ
ー
ム
は
、
中
国
の
支
配
階
級
に
い
る

エ
リ
ー
ト
の
学
習
効
果
を
う
な
が
し
、
中
国
が
国
際
規
範
で
協
調
す
る
こ
と
を
手
助
け
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
キ
ム
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
国
が
国
際
規
範
へ
の
参
加
を
消
極
的
で
あ
る
こ
と
を
例
と
し
て
い
る
。

　
も
し
、
中
国
の
外
交
政
策
決
定
者
が
、
国
際
的
な
緊
急
事
態
と
国
内
的
緊
急
事
態
に
同
時
に
直
面
し
た
場
合
、
そ
し
て
特
に
両
者
が

同
時
に
発
生
し
た
場
合
に
、
ど
ち
ら
を
優
先
さ
せ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
天
安
門
事
件
は
、
こ
の
典
型
的
な
事
例
で
あ
っ
た
。
天
安
門

事
件

は
、
海
外
の
メ
デ
ィ
ア
に
報
道
さ
れ
、
国
際
的
な
反
発
が
起
こ
り
、
中
国
の
威
信
と
経
済
機
会
を
激
減
す
る
事
態
に
な
り
か
ね
な

か
っ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
中
国
共
産
党
の
危
機
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
中
国
は
、
国
際
的
事
項
と
国
内
的
事
項
の
ど
ち

ら
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
の
状
況
に
置
か
れ
、
そ
し
て
中
国
は
、
後
者
を
選
択
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
国
の
指

導

者
は
国
家
目
標
が
満
た
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
個
々
人
の
政
府
に
お
け
る
地
位
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
、
国
内
要
因
を
重
視

す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
国
は
ぎ
り
ぎ
り
の
選
択
を
迫
ら
れ
た
時
に
は
対
外
関
係
を
犠
牲
に
し
て
、
国

14
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内
要
因
を
優
先
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
中
国
の
対
外
政
策
決
定
過
程
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
貫
性
が
あ
り
、
優
先
順
位
が
あ
り
、
耐
え
う
る
コ
ス
ト
内
で
あ
れ
ば
自
分
た
ち
の
価

値
観
を
取
る
と
い
う
、
「
合
理
的
」
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
は
国
際
政
治
の
舞
台
で
、
必
ず
し
も
合
理
的
に
か
つ
、
一

枚
岩
に

行
動
す

る
と
は
限
ら
な
い
。
指
向
性
も
考
え
方
も
異
な
る
グ
ル
ー
プ
が
対
立
し
て
対
外
政
策
に
影
響
を
行
使
し
合
う
の
で
あ
る
。

　
中
国
に
お
い
て
、
エ
リ
ー
ト
集
団
は
「
国
益
」
の
追
求
を
正
当
化
し
て
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
「
国
益
」
の
内
容
と
「
具
体
的
な
政
策
」

と
の
間
に
は
大
き
な
多
様
性
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
あ
る
問
題
に
関
す
る
政
策
に
は
同
意
す
る
が
、
そ
の
他
の
問
題
で
は
、
討
論
を
重

ね
、
時
に
は
駆
け
引
き
を
行
な
っ
た
末
、
よ
う
や
く
協
力
関
係
が
形
成
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
同
じ
派
閥
も
し
く
は
連
合
が
必
ず
し
も

毎

回
勝
利
を
収
め
る
わ
け
で
は
な
く
、
政
策
全
体
の
見
取
り
図
は
一
貫
性
の
あ
る
も
の
に
は
な
ら
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
長
期
的
に
み

る
と
、
中
国
の
政
策
決
定
課
程
は
、
あ
る
一
定
の
方
式
に
は
な
ら
な
い
た
め
に
、
技
術
的
に
は
「
非
合
理
的
」
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

　
以
上

を
要
約
す
る
と
、
中
国
は
た
だ
単
に
パ
ワ
ー
を
追
求
す
る
国
で
は
な
い
し
、
国
際
政
治
に
制
約
を
受
け
る
わ
け
で
も
な
い
。
し

か

し
、
そ
の
行
動
は
、
か
な
り
の
程
度
ま
で
予
測
可
能
で
あ
り
そ
れ
に
は
国
際
関
係
の
主
要
な
理
論
も
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
国
の
外
向
政
策
を
包
括
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
中
国
国
内
要
因
と
国
際
関
係
の
両
側
面
か
ら
分
析
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
中
国
は

国
際
関
係
の
中
で
複
雑
な
要
因
で
あ
り
、
中
国
を
除
外
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

↑
）
ヵ
o
∨
二
）
①
自
子
6
ミ
9
、
㎏
き
ミ
寒
尋
、
ミ
～
§
静
Z
メ
声
o
≦
日
呂
臼
亡
己
昌
。
一
江
曽
σ
富
冨
ヌ
一
〇
〇
°
。
°

（2
）
Z
∨
p
甘
。
・
。
菩
。
・
∨
．
Z
8
8
巴
冨
ヨ
旬
巳
Z
8
ま
。
「
①
言
β
。
ミ
ミ
ミ
さ
ミ
5
台
㌔
N
一
◎
°
。
°
。
も
鳥
］
U
－
い
一
゜
。

（3
）
ネ
オ
．
リ
ア
リ
ス
ト
は
、
国
家
は
絶
対
的
利
益
（
き
・
。
巳
巨
6
・
。
巴
∪
よ
り
も
相
対
的
利
益
（
邑
醇
穿
。
σ
q
巴
昌
。
・
）
を
重
視
し
て
行
動
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
強
調
す
る
。

　

こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
下
で
国
家
間
の
協
力
を
制
約
す
る
の
は
「
約
束
遵
守
の
問
題
」
（
8
日
巷
芦
8
肩
o
宮
。
日
）
だ
け
で
は
な
い
。
協
力

　

の

果
実

が

当
事
国
に
ど
の
よ
う
に
配
分
さ
れ
る
か
が
各
国
の
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
た
め
、
た
と
え
約
束
の
遵
守
が
担
保
さ
れ
る
と
し
て
も
協
力
は
な
お

　
容
易
で
は
な
い
。
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勺
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o
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）
○
§
↑
。
§
・
°
昌
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§
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9
§
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・
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亘
葺
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蜀
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・
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曹
〉
蒙
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6
5
・
コ
。
・
い
・
。
，
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百
。
§
・
ミ
o
臼
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庁
。
『
5
②
ひ
ら
い
s

（8
）
9
昆
・
旨
匡
・
§
。
。
§
に
関
し
て
は
、
×
8
『
8
刃
。
・
。
鼻
z
∨
。
］
。
・
・
。
菩
勺
。
巨
。
；
。
ユ
§
a
。
唱
。
a
。
・
8
・
ピ
§
』
『
。
宅
…
α
o
。
昌
。
白
三
目
。
も
。
だ

　

詳
し
い
。

（9
）
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
ル
・
イ
ン
ス
テ
イ
テ
ユ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
国
家
は
も
っ
ぱ
ら
自
国
の
絶
対
利
益
（
旬
σ
．
，
。
一
ロ
｛
⑦
o
q
①
一
ロ
。
・
）
を
極
大
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

　

他
国
の
利
益
に
は
関
心
を
持
た
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
ア
ナ
ー
キ
ー
の
下
で
国
家
間
の
協
力
を
阻
害
す
る
最
大
の
要
因
は
、
「
約
束
の
遵
守
」
を
担
保
し

　
　
て

く
れ
る
政
府
が
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
あ
る
問
題
領
域
内
に
有
効
な
国
際
制
度
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
国
家
が
約
束
を
遵
守
す
る
イ
ン

　
　
セ

ン

テ
ィ
ヴ
が
高
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
制
度
の
存
在
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
の
制
約
は
克
服
さ
れ
、
ア
ナ
ー
キ
ー
の
下
で
の
協
力
が
可
能
に
な
る
と
す
る
。

　
　
こ
の
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
ル
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
し
て
、
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ス
ト
は
「
相
対
利
益
」
問
題
を
見
落
と
し
て
い
る
た
め
、
国

　

際
政
治
に

お

け
る
紛
争
と
協
力
に
関
す
る
理
論
と
し
て
は
不
十
分
な
も
の
に
終
わ
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
。

（ω
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①
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2
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の
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、
近
代
世
界
シ
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ム
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一
六
世
紀
こ
ろ
発
生
し
常
に
中
心
・
準
周
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周
辺
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三
層
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造
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持
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な
が
ら
、
拡
大
と
停
滞
を
繰
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返
し

　
　
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
と
い
う
見
解
を
持
つ
。
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米国における中国外交政策に関する理論的分析（川上）
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